
競技注意事項 
Instructions for the Competition 

 

1．規則について 

本大会は 2023 年度日本陸上競技連盟規則並びに本大会申し合わせ事項・競技注意事項により実

施する。 

 

2．練習について 

(1)競技前練習について 

①役員の指示に従い安全に留意すること。 

②競技場裏の走路も使用可能とする。 

③開門 7：30 から競技開始 20 分前までは、競技場の使用を認める。 

④競技中のバックストレートでの練習は 100m・100ｍH・110mHのみ可能とする。それ以外の競技中のバッ

クストレートでの練習は厳禁とする。 

 100ｍ・200・100ｍＨ・110ｍＨがバックストレートで行われる場合は、100ｍ・100ｍＨ・110ｍＨのみホームストレ

ートでの練習を可能とする。 

⑤開門及び閉門は以下の時刻とする。 

   開門   7：30   閉門   18：00 

(2)投てきの練習について 

①公式練習については、投てき審判の指示に従い、競技開始前に行うこと。 

②助走練習、投てき練習時には、ソーシャルデイスタンスを確保するために、競技役員が 1人ずつ順番

に呼び出す。 

3．競技場使用上の注意  

(1)開門前、閉門後に許可なく競技場内、スタンド内に侵入している競技者を発見した場合、厳重に注

意し、その競技者の以降の出場を認めない場合がある。    

 

(2)シート固定等で、競技場内においてテープ類（ガムテープ、養生テープ等）、紐やスズランテープの使

用を許可する。 

(3)競技場は全天候型ウレタン舗装であるため、スパイクはトラック、フィールドともに全天候型トラック用平

行ピンで長さはトラック、フィールドともに 9mm 以下とする。ただし、走高跳、やり投げについては 12mm

以下とする。 

(4)当該競技の出場者以外はトラック・フィールド内に立ち入ってはならない。注意に従わない場合、同校

の競技の出場を認めない場合がある。    

( 5 )競技場内において競技者は助力とみなされるビデオ、カセットリコーダー、ラジオ、 

CD・MDプレーヤー、トランシーバーや携帯電話、スマートフォンもしくはそれに類似するものの使用・ 

所持を禁止する。勧告を受け入れられない場合は失格となる。 なお、その他競技者に対する 

助力については競技規則 TR6 を適用する。    

（6) 医務室は競技場内に設ける。なお、大会期間中において起こった怪我に対しては主催者側が応急

手当を行うが、それ以降の治療に関しては一切責任を負わない。ただし、出場者は原則として、ス

ポーツ安全保険に加入しているので、この保険が適用される場合がある。必ず保険証のコピーを



持参すること。  なお、新型コロナウイルス感染症はスポーツ安全保険の適用対象外である。  

( 7)スパイクで競技場内通路を通行することを禁止する。 

（8)貴重品の管理は各個人で責任を持って行うこと。盗難・紛失について主催者は一切責任を負わない。

拾得物があった場合は、テクニカルインフォメーションセンターにて一時保管をする。    

（9）ゴミは各個人が責任を持って持ち帰ること。    

（10）競技場内でのすべての電源の使用を禁止する。  

（11）開閉門時間は以下の通りである。ただし、予告なく変更する場合がある。また、下記の記載の開門

時間より早く競技場内には立ち入らないこと。 

 

※本大会のみに出場する競技者は競技終了後、速やかに帰ること。 

 

 

4．招集について  

(1) 招集の方法について  

①招集所は、第 4 コーナー外側のスタンドの下に設置する。 

②競技者は出場種目の招集開始時刻になり次第、招集所でシューズ、スパイク、ナンバー、 商標

の確認を受けること。※シューズに関しては、競技注意事項別記の「靴底の厚さに関するルール

改定」を必ず確認すること。 

③スタート地点到着後に、各競技現地で最終コールを行う。   

（2） リレーのオーダーについては、メンバー及びオーダーの変更の有無に関わらず、ラウンド毎にオーダー

用紙(テクニカルインフォメーションセンターに用意)をテクニカルインフォメーションセンターと招集所に

提出すること。提出締切は招集完了時刻の 1 時間前とし、遅れた場合出場を認めない。怪我等に

よるこれ以降の変更は、主催者の任命した医務員の判断がない限り認められない。また、招集開始

時刻になり次第、全員で招集を受けること。  

(2) 代理人による招集は認めない。      

(3) 招集完了時刻に遅れた競技者は出場を認めないので十分に注意すること。   

(4) 商標について 2023 年度陸上競技審判ハンドブック「競技会における広告・商標の規定」に従い、招

集所にてチェックを行う。 

(5) 招集時間は競技日程を参照すること。 

 トラック種目 棒高跳 フィールド種目 

招集開始時刻 競技開始 40 分前 競技開始 90 分前 競技開始 60 分前 

招集完了時刻 競技開始 30 分前 競技開始 80 分前 競技開始 50 分前 

 

 

5．不出場について    

競技参加者の不出場については、大会の運営の円滑を期するため極力避けること。やむを得ず不出場と

なる場合は以下の要領で申し出ること。  

(1) 大会 3日前(7月 18日)までに不出場が判明している場合は、福岡大学陸上競技部宛てに必要事

項を記入の上、7 月 18 日(火)23:59 までに送信すること。 

期日 開門時間 閉門時間 

7 月 22 日(土) 7：30 18：00 



(2) 上記期日以降にやむを得ず不出場となる場合には、不出場届(インフォメーションセンター・招集所に

用意)に必要事項を記入の上、インフォメーションセンター及び招集所に提出し、承認を得ること。 

6．アスリートビブスと腰ナンバーカードについて    

(1) ①アスリートビブスは申込時に提出した番号を必ず使用すること。なお、2023 年度のアスリートビブスを

使用すること。 

②その他の競技者は各自使用している 2023 年度日本陸上競技連盟登録番号のアスリートビブスを

使用すること。 

(2) アスリートビブスはユニフォームの胸と背に確実につけること。ただし、跳躍競技に出場する選手は胸・

背のいずれかにつければよい。アスリートビブスの折曲げは禁止する。    

(3) トラック競技は写真判定機を使用するため、トラック競技者は主催者の用意する腰ナンバーカードを右

腰やや後方に、数字が見えるようにつけること。 

⑷ 800ｍ、1500ｍ、5000ｍでは、布製の腰ナンバーカードを使用するため、フィニッシュ後に返却すること。

それ以外の種目では、使い捨てのものを使用するため、フィニッシュ後に返却する必要はない。 

 

 

7．競技の抽選・番組編成について    

(1)①トラック競技については、原則としてタイム順に組分けをする。 

  ②男女 100ｍの第 2 レースの組み合わせは主催者が公平に抽選し、決まり次第招集所および速報サ

イトに掲載する。記録掲示板には掲示しないので注意すること。 

(2)写真判定機故障の場合、その種目の当該ラウンドを全組、手動計時に変更する場合がある。 

 

 

8．トラック種目について    

(1)不正スタートに関しては、競技規則「TR16」の適用により失格とする。    

(2)スタートの合図は“On Your Marks”“ Set”で行う。    

(3)短距離種目では競技者の安全のため、フィニッシュ後も自分のレーンを走ること。  

⑷100ｍ、200ｍ、100ｍＨ及び 110ｍＨは、気象状況によりバックストレートで実施する。 

⑸5000ｍにおいては、大会当日の気象状況により給水を設置する。 

 

   

9．フィールド種目について 

(1) 跳躍種目のバーの上げ方は原則として以下の通りとする。 

種目・種別 練習 バーの上げ方 

走高跳 
男子 任意の高さ 任意の高さ (5 ㎝刻み)- 

女子 任意の高さ 任意の高さ (5 ㎝刻み)- 

棒高跳 
男子 任意の高さ 任意の高さ (10㎝刻み)- 

女子 任意の高さ 任意の高さ (10㎝刻み)- 

  ※同成績の場合は競技規則 TR26の 8 項を適用する。 

  (2) 男子走幅跳は 2 ピット、女子走幅跳と男女走高跳および男女棒高跳は 1 ピットで競技を行う。 

  (3) 男子三段跳は 1 ピット (12ｍ)、女子三段跳は 1 ピット (10ｍ)で競技を行う。 

単独種目 



 

 

 

※4人以上または各

競技 者の最初の試技 

 ※※走高跳・棒高跳で

は、残っている競技者が2人以上、同一の高さのみ適用する。 

11．用器具について 

 (1) 用器具はすべて競技場備え付けのものを使用する。ただし、棒高跳用のポールについては、競技場備

え付けのものがないため、個人のものを持参すること。さらに、ハンマー及びやり、円盤、砲丸につい

ては、検定を受けて合格したものは、個人のものを使用してよい。その際、持参したハンマー、やり、円

盤、砲丸は、競技当日の招集開始時刻から招集完了時刻までに大会本部横の用器具倉庫にて

検査を行う。各自が持ち込んだ棒高跳用のポール及びハンマー、やり、円盤、砲丸については、そ

の他の競技者にも使用させなければならない。ただし、使用の際の破損などによる事故発生の場合、

使用した当該競技者が責任を負うものとする。この場合、主催者はその責任を負わない。 

 

 

12．抗議について 

(1) 抗議は日本陸上競技連盟競技規則の第 146 条に基づき、アナウンスで正式に結果が発表されて

から 30 分以内に、競技者自身または代理人が口頭で審判長に申し出なければならない。 

(2) 審判長の裁定不服の場合には、その競技者に代わる責任者より上訴申立書と預託金(¥10,000)を

添えて、正式な手続きをとること。この預託金は抗議が受け入れられなかった場合、没収される。 

 

 

13．各書類提出先について 

書類名 配布場所 提出場所・依頼先 

不出場届 
インフォメーションセンター 

招集所 

インフォメーションセンター 

招集所 

記録証明書 インフォメーションセンター インフォメーションセンター 

上訴申立書 大会本部 大会本部(要預託金) 

リレーオーダー用紙 

 

インフォメーションセンター 

招集所 

インフォメーションセンター 

招集所 

重複出場届 招集所 招集所 

 ※不出場届およびリレーオーダー用紙は各 2 カ所に提出すること。 

 

 

14．その他 

  (1) 記録証明書を希望する競技者は、300 円を添えてインフォメーションセンターまで申し込むこと。 

  (2) 競技場内での写真、ビデオの撮影については選手のプライバシー及び肖像権を保護するため大会

関係者及び主催者に許可された者以外の撮影は禁止する。盗撮防止のため、大会役員が声を

かけることがあるが、その場合は速やかに許可証を提示すること。許可なく撮影している者を発見し

残っている競技者数 走高跳 棒高跳 その他 

4人以上※ 1分 1分 1分 

2～3人 1分30秒 2分 1分 

1人 3分 5分 ― 

連続試技※※ 2分 3分 2分 



次第、厳重に処分する。なお、出場団体関係者については所属がわかる服装をして撮影をするこ

と。 

  (4) 競技結果等は記録処理終了後に随時、本プログラムに掲載する大会速報サイトにて発表を行う。

記録掲示は行わない。 

  (5) ポールおよびやり返送について 

 ポールおよびやり返送に関して、本競技部は一切関わらないため、注意すること。 

 

  (6) 主催者は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等を厳守し、個人情報を取り扱う。なお、

取得した個人情報は、大会の参加審査、プログラム編成および作成、記録公表、その他競技運

営及び陸上競技に必要な連絡等に利用する。 

※以上の内容以外でも、特別に役員から指示があった場合、必ず従わなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（別記）           

靴底の厚さに関するルール改定 

WA のルール改定に伴い、本連盟主催競技会についても以下に示す基準を満たしていないシューズを

身に着ける競技者の出場を認めない。 

 

種目 ソールの最大の厚さ 

(TR5.5、注意(ⅰ)、(ⅱ)、(ⅲ)及び

TR5.5の図(a)並びに(b) 

TR5.13.3 に基づく) 

補足 

フィールド種目  

（三段跳除く） 

20mm 全ての投てき種目、高さの跳躍及び、三段跳

を除く長さの跳躍種目に適用。全てのフィール

ド種目において、競技者の前の部分の中心

点のソール厚さは、競技者のかかとの中心点

のソール厚さを超えてはならない。 

三段跳 25mm 競技者の前の部分の中心点のソール厚さ

は、競技者のかかとの中心点のソール厚さを

超えてはならない。 

800m未満のトラック種目 

(ハードル種目を含む) 

20mm リレーにおいては、各走者の距離で本規則が

適用される。 

800m以上のトラック種目 25mm リレーにおいては、各走者の距離で本規則が

適用される。 

 

 

TR5.13 注意 

(TR5)「1つの剛性プレートまたはブレード」は、複数のパーツで構成される場合がある 

が、それらのパーツは、平行ではなく（例：個々のパーツは互いに上に積み重ねない）、1つの平面に連続

して配置しなければならない。※現行のルールブックに掲載の内容と変更なし。 

 

 


